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Power tmnBmiBSion etEcienq evaluated by 10.2 %
eq.(1)
Genemtion e缶denq　　　　　　　　　　　12. 6 %
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論文審査結果の要旨
本研究は,有機資源を活用する有効な手法の一つとして熱分解ガス化改質プロセスを利用した方法の活用に
ついて検証を行うことを目的としている｡
本論文は｢熱分解ガス化改質プロセスを用いた資源循環システムの開発｣と題し､以下の6章から成り立っ｡
第1章は緒論であり,本研究に至る社会的,学術的,さらに技術的背景および本研究の目的とその意義を明
らかにした｡
第2章では,熱分解ガス化改質プロセスの原理検証を行い,その評価を行った｡原理検証を行うにあたって
は代表的な炭化水素であるメタンを例に取り,空気比をパラメータとしたときの平衡シミュレーションを行い,
完全燃焼方式と熱分解ガス化改質方式によるエネルギー回収率と発電効率の予測を行い,熱分解ガス化改質方
式の有効性を示した｡さらに,プロセス原理を実現するための実用的なシステムフローを示した｡さらに,シ
ステムを構成する装置の基本構造とその考え方を示した｡
第3章では,前章までで基本検討を行ったシステムを設計･製作し,実際に稼動して諸データを得るための
実証試験を実施した｡原料として用いたのは一般廃棄物(都市ごみ)で,処理規模は10ton/目とし, 35日の連
続稼動を含む延べ116日の稼動を行った｡その結果,本プロセスの安定した実現を達成し,さらに高いエネル
ギーリサイクル性能および無害化性能を確認した｡
第4章では,商用レベルでのシステム検証を実施した｡原料として用いたのはASR (Automobile shredder
residue=自動車破砕ごみ)である｡自動車ASRは,ウレタンや,内装や,ワイヤー--ネス等で使用されるポリ
塩化ビニル,銅類などが含まれる｡またプラスチック類としてはポリプロピレン,ポリエチレン,ポリスチレ
ンなどの他にABS樹脂などが含まれる.これらはいずれも難処理物である｡特に銅は塩化ビニルの焼却におけ
るダイオキシン類の生成に関して触媒作用があり,このことがASRのサーマル利用を妨げる原因となっている｡
したがって従来の処理は専ら埋め立てに頼るか他の廃棄物に混ぜて焼却する等しか方法がなかった｡このよう
な原料に対して本システムはエネルギー回収および無害化性能の双方の観点から有効であることが確かめられ
た｡
第5章においては,本プロセスの環境負荷の影響について示した｡　また,従来焼却システムとの違いにつ
いて温室効果ガスの排出量の観点から検証した結果,本システムの優れた点を明らかにすることができた｡
第6章は本研究の総括である｡
以上概説したように本研究では,有機資源を熱分解プロセスとガス化改質プロセスのモジュールに分けて構
成し,さらにこのようなシステムの特性について定量的に明らかにした｡
本システムは状況に応じて有用な生成物を,適切なプロセスの出口で取り出すことができる柔軟なシステム
であり,また原料の組成や供給量変動にも強いシステムである｡したがってバイオマス資源一般やその他廃棄
物を原料にも適用が可能なシステムであり,さらに得られたクリーンガスは触媒気相成長法によるナノカーボ
ン製造用の原料や液化燃料製造など,ガス発電のみならず様々な用途-の適用も可能となる｡
以上の通り,温室効果ガス発生抑制や化石資源の枯渇など地球環境に起きている様々な課題の解決の一助と
して本研究は有効な指針を示した｡
よって,本論文は博士(環境科学)の学位論文として合格と認める｡
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